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 目的
・発災直後から避難所での活動を効果的・効率的に実践すること
・災害対応における知識、共通の言語と原則を理解し、被災者の生命と健康
の維持、災害発生直後からの被災地内での災害対応能力向上に資すること

受講資格
・被災地域内で発災直後から支援者となり得る医療・保健福祉に関連する
専門職
・防災業務に従事する行政職員

2016年2月以降、全国でコースを開催。総受講者数3,600名超。

BHELP標準コース
Basic Health Emergency Life Support for Public
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コースの概要

学習目標
1. 災害対応に関する共通言語と共通原則がわかる
2. 自らの生命を守るための行動が想定できる
3. 被災した住民の生命を守るための行動がわかる

-1 傷病者の救護：CSCATTT
-2 要配慮者の救護：CSCAHHH

Health care Triage ヘルスケアトリアージ
Helping Hand 手を差し伸べる
Handover つなぐ

4. 住民の健康維持に配慮した避難所の設営と運営
の留意点がわかる。

5. 要配慮者への体制整備（福祉避難所）の必要性
がわかる

5つの学習目標にそったプログラム
各講義・演習毎に目標設定
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Command &Control 指揮統制／調整

Safety 安全の確保

Communication 情報伝達

Assessment 評価

Health care Triage ヘルスケアトリアージ
：避難所での生活の継続が可能か否かを保健福祉的視点で判断する

Helping Hand 手を差し伸べる
：要配慮者の生命を守るための支援をする

Handover つなぐ
：避難所内外の人的・物的資源につなぎ、
ケアを継続する

地域保健・福祉の体系的な対応の原則
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